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『京都大学大学文書館研究紀要』編集要項

1.京 都大学大学文書館に、京都大学大学文書館研究紀要(以 下、「研

究紀要」 という。)の 構成および内容に関する基本的計画の立案そ

の他編集の総括を行 うため、京都大学大学文書館研究紀要編集委員

会(以 下、「編集委員会」 という。)を置 く。

2.編 集委員会に委員長 を置き、大学文書館長をもってあてる。委員は

大学文書館教員とする。

3,研 究紀要には、京都大学および高等教育の歴史、アーカイヴズ論等

に関する論文、研究ノー ト、資料紹介、書評等を掲載する。

4.論 文は、400字 詰原稿用紙換算で60枚 以内、研究 ノー トは40枚 以

内、資料紹介は80枚 以内、書評は20枚 以内とする。ただし、編集

委員会で特に認めた場合はその限りではない。

5.研 究紀要に執筆することができるのは、京都大学大学文書館の教職

員のほか、学内外を問わず編集委員会で選任 して依頼 した者、執筆

を希望 して編集委員会で認められた者 とする。

6.原 稿は原則として未発表のものに限る。



編集後記

『京都大学大学文書館研究紀 要』第12号 をお届 け します。

今 回は、根 津朝彦氏 よ り 「桑原武 夫の思想形成 幼 年期 か ら京都一 中時代」

をご寄稿 いただきました。桑原武夫 は 「戦後京都学派」 と して著名 な人物 ですが、

彼 に関す る研究 は皆無 というべ き状 況で した。 この未踏 の領域 において、根 津氏

は精力的に一次資料 を掘 り起 こ し、 また桑原の ご子息や関係者 にインタビュー し、

彼の青年期 までの思想形成 を初めて明 らかに してい ます。桑原研究の嗜矢に して

今後 のスタ ンダー ドとい うべ き御論文 に仕上 がってい ます。

坂 口論文 「情報探索 システムと しての米 国型文書整理法 の形成」 は、数年 にわ

たる米国調査の成果 をもとに、 アーカ イブズ学 の古典 であるシェ レンバ ーグ 『モ

ダ ン ・アーカイブズ』 を取 り上げ、その主要 な論点 であるフ ァイ リングシステ ム

がアメ リカにおいて どの ように誕生 し展 開を遂 げたのかを検証 し、 その独 自の進

化 を明 らか に してい ます。

昨年 は学徒出陣か ら70年 とい うことで、大学文書館 では2013年11月 か ら企画

展 「戦時期の京大 ～ 「学徒 出陣」70年 ～」 を開催 し、好評 につ き2014年3月2

日まで延長 しま した。 またこれに伴 い、学徒 出陣 の体験 を持 って お られ る八木通

夫氏 に3回 にわた り西 山伸教授 が聴 きとりを行い、その貴重な記録 を本号に掲載

す る ことができま した。戦争体験者 と しての重み のある言葉 は現代 において こそ

傾聴すべ き内容で あ り、同時に西山教授 によ る詳細 な解 説がその価値 をよ り一層

浮 かび上が らせて います。

当館 では、今後 も積極的な研究成 果 を皆様 に届 けていきたいと考 えてお ります

ので、引 き続 きご指導のほ どよ ろしくお願 い申 し上 げます。

(大学文書館助教 福家 崇洋)

京都大学大学文書館研究紀要 第12号

2014(平 成26)年3月21日 発 行

編集

発行

印刷

京都大学大学文書館研究紀要編集委員会

京都大学大学文書館

T606-8305

電話

京都市左京区吉田河原町15-9

075(753)2651

ヨシダ印刷株式会社

T604-8277

電話

京都市中京区三坊西洞院町572

075(252)5421



Research Bulletin of Kyoto University Archives

No.12

 ARTICLE

The Formation of Kuwabara Takeo's Thought : from Childhood to the Days in the Kyoto 
Prefectural Daiichi Junior High School NEZU Tomohiko < 1 >

 ARTICLE

The Formation of the American Filing System as an Information Finding System

SAKAGUCHI Takahiro <19>

INTERVIEW

YAGI Michio : On the Student Life at the First Junior High School, the Third Higher
School, Kyoto Imperial University, and the Army life <37>

COMMENT & CATALOG

NAKAI Masakazu Papers

< 97 >

 REVIEW

HIRAI Takanori, Public Records, Archives Management and Open Access
SAKAGUCHI Takahiro < 121 >

 REVIEW

KAN Masaki, The World of University Archives
NISHIYAMA Shin < 127>

Kyoto University Archives

2014.3.21


